
☑

☑

☐

☑

☑

☑

☑

☑

☐

☑

☑

☐

☑

☑

☑

☐

☑

☑

非電子化

未実施 実施

項目
環境に配慮した資材を使用しての危
険物倉庫の建設

電子化

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 社内申請関係のワークフロー電子化

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

障がい者採用の実施の有無
2022年　未実施
→2025年　2名採用

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

Scope1・2を算出し、前年比を
記録し、一部達成

文書管理、安否確認、能力評価についてシステム導入し、
一部達成したものの、他項目は、コストの都合で未達成
だった。

項目
CO2排出量の削減のための外部倉
庫の集約化

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

環境配慮型の建物づくりを推進する。 現状（2025年） 更新時（3年後）

文書管理、安否確認、能力評価
についてシステム導入により、一
部達成

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

倉庫建設着工

前期の指標に対する実績

倉庫竣工活用

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確
認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

事業活動における全てのCO2
排出量の見える化
2022年　一部実施
→2025年　全てを実施

前期の指標に対する実績

事業活動におけるエネルギー削減活動を推進する。

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

Scope1・2を算出し、前年比を記録し、一部達成したも
のの、コストの都合で、事業活動における全領域では、未
達成だった。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 管轄のハローワーク、地元支援学校との密な情報共有に
より、目標は達成できた。

2025年時点で2名採用

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

企業活動を通して、顧客との信頼関係を構築するとともに、顧客やサプライヤーを通じて環境負荷の少
ない生産活動を行い、従業員にとって働きやすい職場を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

社内申請関係のワークフローを電子化することで、新しい
生活様式への対応と、環境負荷の低減を行う。

社内申請関係のワークフロー
2022年 非電子化
→２０２５年　電子化

障がい者および県内の人材を積極的に採用する。

経済

環境

事業者名 タチバナ化成株式会社　熊本事業所

産業と技術の振興に貢献することを経営理念とし、化学産業の使命であるSDGs、カーボンニュートラル
に配慮できる企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

社内申請関係のワークフローを電子化すること
で、新しい生活様式への対応と、環境負荷の低減
を行う。

事業活動におけるエネルギー削減活動を推進す
る。


